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横須賀市長



多様な価値観と柔軟な発想を持つ若者たちが今、横須賀
のまちづくりに積極的に関わりながら、世代や立場を超
えた交流の輪を広げています。地域での新たなつながり、
横須賀の未来とは―。

　人口減少や高齢化により町内会・自治会の運営が難しくなる中、

浦郷町の榎戸町内会では、関東学院大学の学生たちを中心に新しい

形のコミュニティづくりが進んでいます。昨年、誰もが交流できる

拠点「関学珈琲館」がオープン。週に一度程度、学生たちが運営す

るこの場所では、入れたてのコーヒーが味わえるだけでなく、高齢

者などがスマートフォンの使い方を気軽に教わる場面も。また、学

生たちの見守りのもと、地域の子どもたちが「店長」を務めるイベ

ントや、地域の祭りなどへの出店を通じて、さまざまな世代がつな

がるきっかけを創出しています。

　「顔見知りが増え、地域の情報が自然と行き交うようになった。

若い世代の力が地域の活性化につながっていると感じる」と話すの

は、榎戸町内会長の工藤 伸さん。地域の皆さんからも「大学生と話

せる場は、新鮮で貴重」「気軽に集まれる場所としても有意義」との

声が寄せられています。

　地域との絆を深める学生たち。関学

珈琲館スタッフの脇田さんと伊藤さん

は「お子さんや高齢の方との交流を通

じ、地域に自分が役立っている実感が

ある。地域の皆さんからの関心も高く、

LINE公式アカウントの登録者は100人

以上に。このような活動が他の地域にも広まり、横須賀の活性化につながっ

てほしい」と活動に手ごたえを感じています。また、「関学珈琲館は、学生

も地域の一員として迎え入れてもらえる貴重な場。地域の方々に気軽に声

をかけてもらえることが嬉しく、活動を通じて自分の成長も感じている」

と多世代間のコミュニケーションから得られる経験にも大きな価値を見出

しています。

　「地域の人が幸せに過ごせることが何より大事。新たなつながりの形を

町内会とともに育んでいきたい」と、学生たちを統括する関東学院大学の

木村教授も、温かな思いを寄せています。

　関学珈琲館は、高齢化や交流減少が深刻な地域に新しい活力をもたらし、

誰もが「居場所」を感じられる温かなコミュニティづくりの成功例の一つ。

若い世代のさらなる活躍に期待が高まります。

関学珈琲館

浦郷町2の56（バス停「榎戸」下車すぐ）
営業時間などの詳細はこちら▶

問合せ　関学珈琲館 まちなみ景観課  ☎822-9855
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　市では若者の声を施策に反映する機会が限られている一方で、若い世代からは将来

を見据えた実践的なまちづくりの経験を求める声も高まっています。そうした課題を

受け、昨年、市役所に「はたらく課」が新たに発足。これは高校生と市職員がチームを

組み、キャリアアップの講義を受けながら、まちづくりに関する政策提案に挑む、全

国初の超実践型プロジェクトです。本年度は、約30人が「関係人口創出」をテーマに、

国際交流・海・観光・暮らし・遊休地活用の視点でグループごとに活動を進めています。

起業家の講義やバーチャル空間での意見交換なども取り入れ、主体的に考え、行動す

る力を育むカリキュラムは、高校生たちからも好評。若者の柔軟な発想が地域の未来

像を鮮やかに描き出し、次世代のまちづくりに新風を吹き込んでいます。

他校のメンバーと数カ月 
にわたって一緒に活動す
ることは、「はたらく課」
ならではの貴重な経験。

石川さん

菊池さん渡邉さん

「はたらく課」での
活動がキャリアを考
えるきっかけになり
ました。

講 義 で 横 須 賀 の
特徴を学び、まち
の 魅 力 を 改 め て
感じました。

　「身近な平和」を考え、市政や地域とのつながりを深める場として、

平和中央公園で開催される「Yokosuka Peace Project」は昨年で 

3回目を迎えました。市内4校の高校生と市職員が参加し、バンド 

演奏や合唱、「私にとっての平和」をテーマにしたスピーチを披露。

多様な個性と価値観が響き合い、世代や立場

を超えた交流が生まれています。参加した高

校生は「当たり前にある平和のありがたさに

気付けた」と感想を語り、

若者たちが地域の未来を

担う姿勢を育むきっかけ

となっています。

市外から谷戸地域に移り住み、町内会活動に積極的に参加している石川さん。地

域の防災訓練やスポーツ大会、祭りへの参加など、日常の中にある地域との小さ

なつながりを大切にしています。近所の人たちと自然にあいさつを交わし、立ち

話に花が咲くことも。「自分にできることを続ける中で、地域の役に立てること

が嬉しい」と穏やかに話す姿が印象的です。こうした顔の見える交流が「お互い

様」の精神を育み、温かなコミュニティを築いています。石川さんの存在が谷戸

地域に新しい風を運び、地域の連帯感をさらに強めているのかもしれません。「ご近所さん」と立ち話が弾む石川さん

活動内容はこちら▶

昨年の様子はこちら

問合せ　はたらく課 企画調整課  ☎822-8145　　Yokosuka Peace Project 都市戦略課  ☎822-8258
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新たな一歩を踏み出し、挑戦し続けるZ世代の姿を通じ、未来にさらなる期待が膨らみます。

1月12日の成人の日に、文化会館にて「二十歳のつどい」を開催。本年度20歳を迎えた皆さんのうち1,895人が
集い、会場は活気にあふれました。新たな門出の節目に、参加者の皆さんが思う「横須賀の魅力」を聞きました。

「まず青い海が浮かぶ」「山と海に囲まれ
た印象」など、豊かな自然が身近に親し
まれています。また、「国際色が強い」と
の声もあり、軍港の歴史や文化が、横須
賀独自の魅力を作り出しています。

当日の様子を
動画で配信中

輝く若者たちの新たな旅立ち 二十歳のつどい

デフバスケ女子 史上初の金メダル獲得！ まもなく締切！新婚生活を送る皆さんへ

先輩申請者の声

最大60万円のサポート！―本市出身 双子姉妹の挑戦―

加藤 志野選手

加藤 志希選手

スポーツ振興課 ☎822-8493 企画調整課 ☎822-8131

　きこえない・きこえにくい人のため
の国際スポーツ大会「東京2025デフリ
ンピック」で、加藤志

し き

希選手・志
し の

野選手
がバスケットボール女子日本代表とし
て出場。金メダル獲得に貢献しました。
　2人とも、デフリンピックには初参

加。志希選手は、「耳がきこえなくても活躍でき
るし、優勝を目指せる」と語り、「私たちと同じ
ような子どもたちにも、早いうちからデフス
ポーツの楽しさを知ってほしい」とエールを送
りました。「スポーツを通じて、楽しみながら輝
ける場所を見つけられた」という志野選手は、
「皆さんにも、ぜひそうした居場所を見つけて
ほしい」と期待を込めています。
　現在は、6月に開催されるU21世界選手権での
優勝を目指しており、「デフリンピックでは代表
チームの最年少選手として参加しましたが、次
はU21日本代表の最年長としてチームを引っ張
る存在になりたい」と意気込みを語る2人。新た
な挑戦に向けて歩み続ける2人の活躍から、今後
も目が離せません。

横須賀の魅力といえば？
自然（海や山の風景など） 44票

19票

15票

8票

14票

文化（スカジャン、ドブ板通りなど）
歴史（黒船来航、三浦一族など）
スポーツ（ホームタウンチームなど）
その他（国際色豊かな環境など）

申請締切
2/28 土
　本市は、新婚世帯などの新生活を応援しています。スマートフォン
などから申請でき、住宅にかかる一部費用や引越し費用の補助を
受けられます。横須賀で新生活を始めませんか。

新婚当初、この制度が生活の支えに
なりました。お金の不安が続く中、
とても助かりました。

令和7年1月1日〜令和8年2月28日に婚姻などを
した39歳以下の世帯

住宅費用（家賃等・購入・リフォーム）、
引越し費用

⃝29歳以下世帯　60万円
⃝39歳以下世帯　30万円

▶�対象者は上記のほか、年間所得額
など全ての要件を満たす必要が
あります。

対　象

対象経費

補助上限額

申込方法など
詳細はこちら

QQ
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正月

　年明けから早1カ月が過ぎようとしている
が、今年もカウントダウン終了後、元旦、近所
の神社に初詣に行き、横須賀の平和と安寧を祈
願してきた。
　恒例の箱根駅伝には、久しぶりに母校が優勝
候補に挙がっていたので、テレビ観戦に力がこ
もった。（残念な結果に終わってしまったが…。）
　自分自身、若い頃から運動は大好きだったが、
唯一苦手だったのが長距離走だった。高校時代、
学校の周辺をクロスカントリーと称するマラソ
ン（多分５キロ走だったと思う）が嫌でたまらな
かった。クロカンの日、往路の途中に集団から
そっと抜け出し、物陰に隠れて息を潜め、復路
に戻って来た集団に何気なく紛れてゴールした

が、教師に見つかってしまい、大目玉を食らっ
た事があった。
　ランナー達の素晴らしい走りを見ながら、そ
んな苦い思い出がふと蘇った。いずれにしても、
縁のあるチームや母校を応援し、喜んだり悔し
がったりするのも平和な証拠。地震、火事等の
天災、人災もなく、来年も又、駅伝を楽しめる
平和な一年であってほしいと願う正月だった。

横須賀市長

役所屋の臨時休業  �システムメンテナンスとテナントビル休館日のため、久里浜店（久里浜市民活動サポートセンターも含む）は2月15日（日）・18日（水）、中央店は 
2月15日（日）・19日（木）に休業します。　役所屋久里浜店 ☎837-3300　役所屋中央店 ☎820-4574

購入にあたり補助制度があります（上限額3万円）。
補助率 �非電動型（コンポスト容器、キエーロ、 

EM処理容器）75% 
電動型・小枝粉砕機50%

▶申請など詳細は、環境政策課か市HPへ

環境政策課 ☎822-8230

生ごみ処理機器などを使いましょう

活動内容 しょうぶ園で苗づくり（育成班）、花の植
え付け（植付班）、花の手入れや水やり（美化班）
締切 2月17日（火）消印有効
申込 必要項目と希望班名をはがき、FAXかEメール
で公園管理課（FAX821-1523 Eメールpa-ep@city.
yokosuka.kanagawa.jp）へ
▶複数班の兼任可 
▶詳細は市HPへ
公園管理課 ☎822-8515

公園花壇ボランティアの募集

来年度の計画策定にあたり意見を募集します。
資料提供・意見募集期間 2月2日（月）~27日（金）
▶意見提出方法など詳細は、保健所生活衛生課か市
HPへ
▶いただいた意見には個別回答しませんが、市の考え
とともに市HPに公表します。

保健所生活衛生課 ☎824-2191

食品衛生監視指導計画の意見募集

「立ち退き」や「住み替え」などで、民間賃貸住宅の
確保にお困りの人が相談できます。
日時 3月12日（木）13時30分~15時30分
場所 総合福祉会館　定員 先着5人
申込 2月12日（木）以降に電話で（公社）かながわ住ま
いまちづくり協会へ

（公社）かながわ住まいまちづくり協会 
☎045-664-6896

高齢者・障がい者などの住まい探し相談会

本市国保加入者が、特定健診の代わりに人間ドック
を受診した場合に利用できます。
受診期限 3月31日（火）
申請期限 4月30日（木）
助成額 上限額1万円
▶詳細は市HPへ

コールセンター ☎822-4000

人間ドック受診費用の助成

住宅の増改築やリフォーム工事などを相談できます。
日時 �2月6日・13日・20日・27日の金曜日 

13時~16時
場所 市役所1階窓口サービス課前
対象 市内在住の人
▶当日、直接会場へ

建築指導課 ☎822-8319

地元の建設組合などによる住宅相談

5月22日（金）~26日（火）に開催する展覧会（会場 文化
会館）で、日頃の作品制作の成果を発表してみませんか。
締切 3月31日（火）必着
申込 まなびかんなどにある申込書を郵送か直接、
まなびかんへ
▶作品の搬入は5月21日(木)、搬出は
26日（火）
▶詳細は、まなびかんHPへ
まなびかん ☎822-4838

市民文化祭
市民手工芸展一般参加作品の募集

日時 3月16日（月）9時~15時
場所 はぐくみかん
対象 市内在住のひとり親か離婚をする予定の人
定員 先着5人
申込 3月1日（日）以降にHP「e-kanagawa横須賀市」へ

こども給付課 ☎822-0133

弁護士に無料で養育費などの相談ができます

文化会館、コミュニティセンター、ヴェルクよこす
か、体育会館、有料公園施設などの施設使用料を改
定します。
改定日 4月1日（水）
▶改定する施設や改定後の使用料など、詳細は市
HPへ

財務課 ☎822-8163

施設使用料の改定

マンション管理組合の運営や建物の修繕、維持管理
などを相談できます。
日時 2月28日（土）13時30分~16時30分
場所 ヴェルクよこすか　定員 先着3枠
対象 管理組合役員、区分所有者、居住者など
申込 2月12日（木）以降に電話でよこすかマンショ
ン管理組合ネットワークへ
よこすかマンション管理組合ネットワーク
☎824-8133

マンション相談会

学力検査・面接日 3月16日（月）（18歳以上は学力検
査を作文に変更可）
対象 県内在住か在勤で志願資格を有する人
申込 3月5日（木）・6日（金）に願書を直接、横須賀総
合高等学校へ
▶詳細は神奈川県教育委員会HPへ

教育指導課 ☎822-8479

横須賀総合高等学校（定時制）生徒の募集

日時 �2月12日（木）13時・13時20分・13時40分、 
2月26日（木）14時・14時20分・14時40分

場所 総合福祉会館
対象 認知症と診断されたことはないが、もの忘れ
が気になる人とその家族
定員 各先着1人
申込 電話で地域福祉課へ

地域福祉課 ☎822-9613

専門医によるもの忘れ相談

職員給与費（令和6年度普通会計※決算）
19,754,426千円（職員数2,887人 1人あたりの給
与費6,843千円）
※普通会計とは公営事業会計を除いたものです。

市職員の給与状況

平均給料月額と平均年齢（令和7年4月1日現在）
職種 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 333,002円 43.3歳
技能労務職 310,459円 51.9歳

一般行政職の初任給（令和7年4月1日現在）
本市 国家公務員

大学卒 227,400円 総合職 230,000円
一般職 220,000円

高校卒 196,800円 一般職 188,000円

▶詳細は市HPへ

人事課 ☎822-8182
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市役所への郵便は「〒238-8550 ○○課」で届きます

必要項目

費用の記載がないものは「無料」申込方法の記載がないものは「申込不要（入場自由）」

郵便番号・住所・氏名とフリガナ・年齢・電話番号・記事のタイトル
よこすかNEWS

掲載内容は変更・中止となる場合があります。最新の情報は各担当へ



市議会３月定例議会日程 議事課 ☎822-9394

市長施政方針 2月13日金14時
代表質問 2月24日火・25日水
代表質問・議案の採決 2月26日木
議案の採決 3月25日水14時

（予備日2月27日金）

本会議 予算決算理事会 2月19日木、3月23日月
予算決算常任 2月19日木11時、3月23日月11時
特別（設置された場合に開会） 3月3日火

（予備日2月18日水、3月11日水午後・17日火・
18日水午後・24日火）

•時間の記載がないものは10時開会です。
•請願・陳情の提出期限は2月4日水17時です。
•インターネットで中継をご覧になれます。
• �最新状況は市議会HPか議事課へ

議会運営 2月13日金・20日金、3月25日水　
予算決算常任(本会議終了後) 2月13日金・
26日木
民生常任(予算決算分科会)、都市整備常任(予
算決算分科会) 2月16日月、3月4日水・6日金・
10日火・13日金
総務常任(予算決算分科会)、環境教育常任(予
算決算分科会) 2月17日火、3月5日木・9日月・
12日木・16日月

委員会

申込や場所など、詳細は保健所保健予防課へ
自死遺族相談（個別）
2月18日（水）13時30分・14時30分

保健所保健予防課 ☎822-4336

保健所の相談の日時

墨絵、クラフトテープ、水彩画（4月~9月）、
パソコン基礎（4月~3月）（各全11回）
場所 総合福祉会館　定員 各抽選10人
対象 身体障害者手帳を持つ市内在住・在勤・在学の人
申込 2月12日（木）~3月2日（月）に必要項目をネッ
ト申込か、電話・FAXでコールセンターへ
▶2教室まで申込可
▶詳細は市HPへ
コールセンター ☎822-4000

在宅肢体不自由者などの創作教室

総合医療センター血液内科医の萩野剛史さんが、血
液疾患についてお話しします。
日時 2月28日（土）14時~17時
場所 総合医療センター　定員 先着100人
申込 2月12日（木）10時以降に申込フォームか、
FAXで総合医療センター（FAX884-
1305）へ

総合医療センター ☎0570-032630

市民公開講座
「血液疾患 より良い治療とより良い治癒」

日本文学研究者のロバート キャンベルさんが、 
「『ちがい』の窓を通して自分自身を理解する」を 
テーマに、人権についてお話しします。
日時 3月20日（祝）14時~15時30分
場所 まなびかん　対象 市内在住の人
定員 先着150人
申込 2月11日（祝）以降に必要項目を
ネット申込か、電話・FAXでコールセンターへ
コールセンター ☎822-4000

人権を考える講演会

介護の情報交換や悩みを語り合えます。
日時 3月11日（水）13時30分~15時
場所 総合福祉会館
対象 �認知症の人を介護している 

（これから介護する）家族
申込 電話で地域福祉課へ

地域福祉課 ☎822-9613

認知症介護者の集い

「災害時『一人』を見逃さないために」をテーマに、
地域や施設でできることを学べます。
日時 2月28日（土）13時~16時（12時30分開場）
場所 ヴェルクよこすか6階ホール
定員 当日先着200人
▶当日、直接会場へ

横須賀地区福祉施設連絡会
（特別養護老人ホーム 太陽の家） ☎846-5133

横須賀地区高齢者福祉シンポジウム

予防接種や身近な感染症について学べます。
日時 2月28日（土）14時~15時30分
場所 横須賀市医師会館（新港町）
申込 電話で横須賀市医師会か同HPへ
▶オンライン視聴可
▶希望者は二次元コードへ

横須賀市医師会 ☎822-0542

県民公開講座
「小児の感染症・ピロリ菌感染症」

食品表示トラブルの実例などから、食の安全・安心
に役立つ知識を学べます。
日時 3月18日（水）13時30分~15時30分
場所 市役所本庁舎
対象 市内在住の人　定員 先着50人
申込 2月11日（祝）以降に必要項目を
ネット申込か、電話・FAXでコールセンターへ

コールセンター ☎822-4000

食のセミナー
「知っておきたい食品表示」

コールセンター ☎822-4000

室内空気汚染と化学物質について学ぼう
さまざまな化学物質が健康に与える影響について学
べます。
日時 3月19日（木）14時30分~16時30分
場所 ウェルシティ市民プラザ
対象 市内在住・在勤・在学の人　
定員 先着50人
申込 2月11日（祝）以降に必要項目をネット申込か、
電話・FAXでコールセンターへ

審議会などの傍聴
日時・議題・定員など、詳細は各担当へ
障害者の情報・コミュニケーションに関する協議会（第22回）
担当 障害福祉課 ☎822-9398
ひきこもり支援連携協議会
担当 保健所保健予防課 ☎822-4336
感染症対策委員会（第3回）
担当 保健所保健予防課 ☎822-4317
廃棄物減量等推進審議会（第87回）
担当 環境政策課 ☎822-8419
環境教育・環境学習推進懇話会（第4回）
担当 環境政策課 ☎822-8327

パブリック・コメントの募集
資料提供や提出方法など、詳細は担当へ

（仮称）特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について
資料提供・意見募集期間 2月10日（火）~3月3日（火）
担当 子育て支援課 ☎822-8224

委員などの募集
申込など、詳細は各担当へ
任期 ①6月1日から1年間②4月1日から2年間
定員 選考①②2人　締切 ①2月27日（金）②3月2日

（月）　▶いずれも面接あり
①人権施策推進会議委員
対象 月~金曜日に開催する会議（年4回程度）に出席
できる市内在住・在勤・在学の18歳以上
担当 人権・ダイバーシティ推進課 ☎822-8219
②スポーツ推進審議会委員
対象 スポーツ活動に経験・関心があり、月~金曜日
に開催する会議（年3回程度）に出席できる市内在住・
在勤・在学の20歳以上
担当 スポーツ振興課 ☎822-8444

伝言板
問合せは直接、各連絡先へ

▶掲載申込多数の場合、抽選となります。

三浦太鼓「和太穂」25周年記念演奏会
2月28日（土）14時~15時30分（13時30分開場）、
文化会館
[連]印田 ☎090-3431-1450
吹奏楽団ロンドベル定期演奏会
3月1日（日）15時~17時（14時30分開場）、
文化会館
[連]菱沼 ☎070-8467-7264

4月号掲載記事の申込（4月11日~5月10日の催し）
2月16日（月）までに記事（タイトル15文字程度、
本文60文字程度）と連絡先をはがき、FAX（822-
9285）かEメール（dengonban@city.yokosuka.
kanagawa.jp）で広報課へ
掲載基準
市民や市民のグループが不特定多数の人を対象に
市内で開催する申込不要の無料の催し（政治・宗
教・営利・会員募集目的でないもの）

ヴェルニー記念館の休館  �改修工事のため、3月16日（月）～31日（火）まで休館します。　博物館運営課 ☎824-3688

入退場自由

傍聴をお待ちしています
当日直接、
市役所北口Ｒ1階へ

広報よこすか　令和８年（2026年）２月号6

各講座のネット申込 https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/event

おかけ間違いにご注意ください
FAX  コールセンター ☎046-822-4000 046-822-2539　

広報よこすか LINEホームページ

市政情報は
こちらから

⃝手話通訳、要約筆記の問合せは障害福祉課（FAX 825-6040）へ。点訳・音訳などの問合せは各担当へ



日時
場所
定員

秘書課 ☎822-8118

2月15日（日）9時30分～12時
文化会館
当日先着 800人

2月15日は市制施行記念日
市制施行記念式典

市立学校の児童生徒は、
2月15日には猿島公園の
入園料などが無料に。

市民表彰やコンサートを開催します。

教育政策課 ☎822-9751

成人に対する心肺蘇生法や応急手当について学べます。
日時 3月9日（月）9時~12時
場所 消防局庁舎
対象 本市か三浦市在住・在勤・在学の中学生以上
定員 先着30人
申込 2月17日（火）8時以降に必要項目を
ネット申込か、電話でコールセンターへ

コールセンター ☎822-4000

普通救命講習

「かながわ花の名所100選」にも選ばれている田浦
梅の里では、2月中旬~3月中旬にかけて紅梅・白梅
が見頃を迎えます。
期間 2月7日（土）~3月1日（日）
場所 田浦梅の里ほか
▶2月22日（日）は旧田浦小学校をメイン
会場に、スタンプラリーや飲食販売など
を開催します。
田浦行政センター ☎861-4181

早春を彩る 田浦梅林まつり

市民公益活動団体の紹介やフリーマーケット、模擬
店などを、子どもから大人まで楽しめます。
日時 2月14日（土）・15日（日）10時~15時
場所 市民活動サポートセンター

市民活動サポートセンター
☎828-3130

のたろんフェア

横須賀ゆかりの音楽家5人による、春を感じられる
演奏を楽しめます。
日時 3月17日（火）14時~15時
場所 市役所本庁舎
定員 抽選100人
締切 2月20日(金)
申込 必要項目をネット申込か、
電話・FAXでコールセンターへ
コールセンター ☎822-4000

市役所スプリングコンサート

自分たちの手で地域を良くしたいと応募した
団体の企画発表を見学してみませんか。
日時 2月20日（金）9時30分~12時15分
場所 市民活動サポートセンター
▶当日、直接会場へ

地域コミュニティ支援課 ☎822-9699

市民協働推進補助金の
公開プレゼンテーション

ステージイベントやワークショップを通じて、いじ
め防止について考えてみませんか。
日時 2月22日（日）10時30分~14時
場所 �コースカ ベイサイド ストアーズ 

2階センターステージ、3階ノジマ前（本町）

人権・ダイバーシティ推進課
☎822-8219

ピンクシャツデーイベント

日時 2月21日（土）13時30分~15時30分
場所 浦賀レンガドック内レンガドック活用センター
定員 先着100人
申込 2月12日（木）以降に必要項目をネット申込か、
電話・FAXでコールセンターへ

コールセンター ☎822-4000

映画「日本丸 建造記録・技術編」上映会

パンマルシェのほか、ワークショップや体を動かす
講座などを楽しめます。
日時 2月14日（土）・15日（日）10時~17時
場所 産業交流プラザ
▶ワークショップのみ事前予約が必要です（有料）。

産業交流プラザ ☎828-1630

産業交流プラザまつり

県内から出土した埴
は に わ

輪を通して、
神奈川の古墳時代の文化や埴輪
の魅力を紹介します。
期間 2月5日（木）~3月8日（日）
場所 自然・人文博物館

博物館運営課 ☎824-3688

かながわの遺跡展
「あつまれ!!かながわのはにわ」

スマホを使って集客力を上げるショート動画や写真
の撮影・加工のコツを学べます。
日時 �3月2日（月）14時~16時30分、 

3月3日（火）14時~16時
場所 横須賀商工会議所（平成町）
対象 市内事業者　定員 各抽選30人
締切 2月23日（祝）
申込 HP「e-kanagawa横須賀市」へ
商業振興課 ☎822-8286

お店の魅力を発信する動画＆写真加工

よこすか野菜など市内農産物に加えて、観光交流都
市協定を結ぶ松山市が高級柑

かん

橘
きつ

「せとか」などの特
産品を販売します。
日時 2月14日（土）・15日（日）9時~12時
場所 いちご よこすかポートマーケット（新港町）
▶荒天時は館内で開催します。
▶詳細は、いちご よこすか
ポートマーケットHPへ
企画課 ☎822-8110

横須賀朝市×えひめ松山フェア

さまざまな国の人と一緒に着物や茶道などを体験し
ながら、国際理解と友好を深めてみませんか。
日時 3月8日（日）10時~16時
場所 総合福祉会館6階

横須賀国際交流協会 
☎827-2166

ジャパンフェスティバル イン よこすか

早春の生き物や植物を観察しませんか。
日時 3月14日（土）10時~12時
場所 野比かがみ田緑地
定員 抽選20人
締切 2月23日（祝）
申込 必要項目をネット申込か、
電話・FAXでコールセンターへ

コールセンター ☎822-4000

野比かがみ田緑地自然観察会 春

横須賀市が運営する、横須賀市の求人サイト

●ご近所（横須賀市内）の求人を地図から探せる
●アルバイト・パート・社員の求人情報を多数掲載！

▶

利用・求人掲載無料

求
人
検
索
は

こ
ち
ら

求
人
検
索
は

こ
ち
ら

マイナンバーカードを利用した
コンビニ交付サービスなら

詳細はこちら

住民票の写しなど交付手数料住民票の写しなど交付手数料
まで コールセンター  ☎822-4000

横須賀で暮らす中で、皆さんが感じたことや思い出、おす
すめ情報などを月ごとのテーマでコメントや写真を募集して
います。いただいた内容は、広報紙や市HPなどで紹介予定。広報課  ☎822-9815

今月のテーマ 「思い出の市内スポット」
私が通った小学校、思いがけず 2人の子どもも
通っています。 親子でこの景色が思い出になるな
んて嬉しい！（ペンネーム　Yukoさん） 「友だち」追加はこちら▶

1 横須賀市LINE公式アカウントを「友だち」追加
2トーク画面で「よこすかボイス」と入力・送信→入力画面へ

応募はLINEで簡単に！ 応募締切 2 17火
募集テーマ「お気に入りの散歩コース」

Yukoさん提供

天神島臨海自然教育園の駐車場使用中止  �工事のため、3月1日（日）～31日（火）まで使用できません。天神島臨海自然教育園、ビジターセンターは通常どおり開園して
います。▶駐車場は4月1日（水）から有料になります。詳細は横須賀市自然・人文博物館HPへ　　博物館運営課 ☎824-3688
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路線バスは全国的に深刻な運転士不足となっており、本市でも路線
の維持や輸送力の確保が課題に。本市は、限られた運転士を効率的
に運用できる新たな輸送システムの構築を目指し、京浜急行バス株
式会社・ソフトバンク株式会社と連携。路線バスの自動運転の導入
に向けたプロジェクトを開始しました。走行区間はYRP野比駅と
YRPを結ぶ既存の路線。距離が約3kmと短く利用者も多いことか
ら、自動運転の導入効果が大きいと考え、選定しました。昨年12
月から運転士が監視しながら、アクセルやブレーキ、ハンドルを自
動で操作する実証実験を行い、試乗会も開催しました。今後も実証
実験を続け、2027年度中に誰でも乗車できる営業運転を開始予定。
さらに、2台の自動運転バスを車両同士の通信で制御し、車間距離
を保ちながら連なって走る「隊列走行」の導入を目指し
ます。将来的には、市内の他路線への展開も検討し、
運転士不足の課題解決と地域公共交通全体の維持・強
化を図ります。

都市計画課 ☎822-8132

YRP野比駅からYRP区間で実証
自動運転バスが利用できる未来へ

詳細はこちら

車の上部に設置されたセンサー

 LiDAR（ライダー）
レーダー光を使うセンサーの一種で、対象
物までの距離や位置を検知できます。

車両に搭載しているカメラで信号や障害物
などを認識します。

 カメラ

自然に恵まれた本市では、豊かな緑や美しい海岸線、季節ごとに変わる多彩な
風景が魅力。今月号から、広報よこすか編集部が選ぶ「おすすめの風景」を紹
介していきます。ぜひ足を運び、四季折々の自然の美しさに触れてみませんか。

JR田浦駅から徒歩20分または京
急田浦駅から京急バス「安浦二丁
目」行きで「田浦郵便局」下車徒
歩15分

三浦半島唯一の梅林。
約2千本の梅の見頃は2月中旬
から。東京湾を一望できる展
望台や、子どもたちが楽しめ
るアスレチックも魅力。

森林に囲まれた谷あいの場所。
ゆかりのある芸術家と、地域交流を推進中。

田浦梅の里

谷戸の風景（田浦）

────────────────────  以下は広告スペースです。 ─────────────────────

横須賀市経営企画部広報課

横須賀市コールセンター ☎046-822-4000 FAX 046-822-2539
月〜金曜日 8時〜18時　土・日曜日、祝・休日 8時〜16時年中無休

☎046-822-9815編集・発行
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